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トピイ ロ シ ワ ア リの 腹 腔内に宿 る方形條虫 及 び棘溝條 虫の 擬嚢尾 虫の 季節 齣淌 長 につ い て

沢　 田　　 勇　（奈良学 芸 大学生物学 i敷室 ）

昭 和 28 年 6 月 27 日受 領

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　緒　　　　言
’

　
ト ピ イ ロ シ ワ ア リ Teti’amorium

　
caespitt ｛nt 卿 o ガ は方形 条 虫 Raitlietina（瓦 ｝teb−agona 及び 棘 溝 条

虫 Raillietina（R ．） echineboth プida の 中問宿主 にな り得ろ こ とに つ い て け既 に Horsfall （ユ938｝，著者
（195 ｛り．（1952）及 び渡 辺昇藏 （1951），に よ り発表 爵 t て い る 。 併 し ト ビ イ ロ シ ワ ア リ の 腹脾内に 於 け る 両

擬嚢尾虫 の 感 染牽 が季節的に如何 な る淌長 を示す か に つ い て は何 ら報告が な い 。 他面 か か る感染傘 の 季節的
淌長 を 調酎 ろ こ とは 間接的に 鶏へ の 条虫感 染を知 る一

方 法 に な り ， 養鶏上極め て 重 要な る問題で あ る と考
え られ る の で 本研究 を行 つ た o

　筒 研究を 進 め る に 当 り種 々 御指導に あつ か つ た 当i敷室 の 岩田 正俊博± ，農林省家畜衛 生試験場 の 尾形藜治

博士｛二 深謝す る o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　IL 材 料 及 び 方 法

1951 年 4 月か ら 1953 年 5 月ま で の F・fil・z奈艮県農業試験場 の 鶏舍丙 よ り ト ビ イ ・ シ ワ ア リ を採集 し て ，

腹啓内 の 方形 条虫及び棘溝条虫 の 擬嚢 尾虫 の 寄 生 歌態 を調査 し た 。 更 iこ 1952 年 10 月か ら 11 月まで の 2
ケ 月閤 ・一定 場所 の 鶏含か ら ト ビ イ vv ワ ア i； を採集 し て 讃 嚢 尾虫の 感染 の 有無 を 確 め ，・953 年 4

，
5 月

に 前調 査 と 同 じ鶏舍内 よ り越參後の ト ビ イ ロ シ ワ ア リの 腹驂に 於 け る両擬嚢尾虫 の 生存歌態 を調 査 し た 。

III．　観　察　結　果

　1951 年 4 月 か ら 6 月 ま で の 間 に ト ピ イ ロ シ ワ ア リ の 働蟻 1，735 匹 ， 種 々 の 発育遏 程 に あ る 幼虫 823
匹 ・計 2

・
558 匹 を調査 し た が す べ て 陰性 で あ つ た 。

7 月 か ら 9 月 10H ま で 採集 を中 比 し ， 9 月 11 日再

び 採集 を初 め ，同 日採集 した ト ビ イ ロ シ ワ ア リ の 腹脾 内 に 方形条 虫の 擬嚢尾虫を発見 した 。 続 い て 11 月 18

B まで の 閲 に 7ユ9 匹 調査 し た。 そ の 結果 26 匹 ，
3．6 ％ の ア リ に 方形条虫 の 擬嚢尾虫 の 感染が 見 られ ，6 一

匹 ，0．9 ％ に 棘溝 条虫 の 擬嚢融 がみ ら れ た 。
11 月 19 日以後は 寒 気 の 為地 下 に もぐ t’） ， 地 上 に は ト ビ イ

ロ シ ワ ァ リ の 姿は見 られ な くな つ た 。

　1952 年 3 月 31 日 ま で の 越冬期間中の ア リ 397 匹に つ い て謂査 した 結果 は す べ て 陰性 で あ つ た 。 越冬

後 の 4 月 に 103 匹 5 月 ｛こ働蟻 200 匹 ，幼虫 72 匹 6 月 tc　77 匹 7 月 に 紹 匹 ，
8 月 1＝ 560 匹 総合

計 1
・
395 匹 幼虫 77 匹 を調 査 し た がす べ て陰性 で あつ た 。 9 月に な り 工9B まで の 1現に 調査 し た 働蟻 150

匹．幼虫 27 匹 す べ て 陰性 で あつ たが ，9 月 20 日初 め て 方形条虫，及 び棘 溝条虫 の 擬嚢 尾虫 の 感染を 発 昆

した の で ・続 い て 30 日 ま で 採擬 ご続け たが そ の 闘 の 150 匹 は陰性 で あ つ た 。

拠
’
で 10 月に ユ

・
258 匹調査 した 。 そ の 結果 13 匹即 ち 1，8 ％ が方形条虫 の 擬嚢尾虫 に 感 染 され 一 5 匹 ．

1・2 ％ が 棘 溝条 淑 の 擬嚢尾 虫に 陽性 で あ つ た 。
エ1 月に な りgeさが 加わ つ た の で ，

　 lfV　n 中の み 地 上 に ト ビ

ィ ・ シ ワ ア リの 姿 を 見か け る よ 5にな り， 20 日頃 力・ らは地 下 に潜入 し．全 く姿 を見 る事が 配 来 な く な つ て

し ま っ た う
11 月 中 1こ 地 L 又は地 下 か ら檬集 した ア リは 730 匹 ， そ の

「
） ち方形条 虫 の 擬嚢尾 虫1こ感染 し て い

た もの は 13
’
匹即 ち 1・8 ％，蕀 溝条 虫の 擬嚢尾虫 に 感染 し てい た もoe よ ユ0 匹 ，

1。4 ％ ℃ あ つ た 。

　或 に ト ビ イ ロ シ ワ ア リ の 越冬期
．
堺中 に 雨条虫 の 擬奨尾 虫 が 如何 な る 邇命 を 辿 る か を究 明 す る と 共 ピ 1951

年 の 覡 察 の 不 足 を補 う為 1こ 1952 年 ］O 琢 11 月 の 2 ケ 月間 に ，各鶏舍の 小窒毎 に ト ビ イ ロ シ ワ ア リ を 採

（24 ｝

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

昭和 　28　年 （19　53）　5　月 ト ピイ ロ シ ワ ア リ腹脾内の 擬嚢尾虫 293

甲

Fig．1A ．　〉：120 　R ．（R ．）echinobotht
・ida

　 　 　 　 の 成熟擬嚢尾虫

Fig．1B ，　 ＞d20 　 R ．（R ．）echinobotlvi
’in

の 崩屡 し た擬嚢尾虫 。 内嚢体内 の 額蝿，吸

　 　 盤 は こ われ ， 鉤 が 散在 して い る

Table　1．　 1952 年 ユ  月，11 月【こ 於け る 両擬嚢尾虫 の 感染｝ひこ況
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集 し て 寄生 の 有 無 を調査 し た っ そ の 結 襲は第 1表 に 示す 通 りで ，最高感染率 は 南 鶏舍 の 6 号室 で ， 53 匹 中

24 匹 即 ち 16・3　％ の ア リ が 方形 条虫 の 擬嚢 尾虫を 宿 し て い た 。 鰊溝条 虫の それ は北鶏舍 の 2 号室 で ， 223

匹 中 6 匹即 ち 2．7 ％ IC．nt染 し．前者 が後者 よ り遙 か に 高感染 率を示 し た 。 而 し て 全体 と して み る と ， 後 者
の Aa・’t の 感染翁 意 攀 で あ る が ・ 前 者 よ り多 数 の 小室 に感染 が み られ た 。 鰯 匕鶏舍 の 1 号 室浦 鶏舍の 2 号 ，

3 号 ・4 号の 各室 に 於 ⊂は・夫 々 75 〜 200 匹 の ト ビ イ ロ シ ヲ ア リ を綵 集 し て 感染 の 有無 を調査 した が ， い

ずれ も陰性 で あ つ た 。 南鶏舍 の 5 号室 は調 査期聞 中常 に 採 集 を試 みたが，tt ハ リ ァ リ Eitponera　solitalia

，に 圧迫 ざれ た の か ， ト ビ ィ ロ シ ワ フ リ は 全 く姿 を 見 る こ とが 出来ず，綵集不可能 で あ つ た 。

　 か くし て 両 条虫 の 擬嚢融 に 感 染 し て い る．ト ビ イ ロ シ ワ ア リ の 凄 息 し て い る鶏舍を 確 め る こ とが 出来 た 。

し か し 1952 年 12 月 か ら 1953 年 3 月ま で   期閥は・ア リ が 越 冬 中で あ るの で 採集を 中止 し た 。
1953 年

4 月地 上 に ア リが姿が 現わ れ初め た の で ， 前調査 と同
一

の 小窒 の み を対象に採集を初め ，4 月 1 ケ 月闘調査

し た 。 そ の 結果 は第 2 表に示す遖 りで あ る 。

Table　2． 1953 年 4 月 に於け る 両擬嚢 尾虫 の 感染状況
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　即ち両擬嚢尾虫は 共に感染肇が前調査 に 上匕較 し て著 しく低 下 し，殊に北鶏舍 の 2 室 ，6 室，7 室 ，南鶏舍
の 7 室 の 如 きは前 調査 に 於 （ 悉 く陽性 で あ つ た に も拘 らず ， す べ て 陰性 に変化 し て し ま つ た 。 爾陽性 で あ つ

た北鶏舍 の 3室 謁 室 ・ 醗 舍 の 1室 ・6 …萱に 於 て も ト ビ イ ・ シ ワ ア IJ・a） 腹腟國 こ 感染 して い た 両擬嚢尾

虫 は洪 に第 1 図 B に 示 す Un・〈・ 崩壞寸前・又 は 己 躍 壊 して 嘩 体内に 存在す 纈 節 並 び 嵌 盤 が くつ

れ ， 鉤 が ば らば らに 嫐在 した もの が大部分 で あ つ た 。 倚 こ れ ら の 申に は 少数 で は あ るが生存 し続け て い る擬
嚢融 も感染 し で ・’た の で ・そ れ らが何時 ま で 生存 し繦 ナる か を確 か め る klこ 続 い て 5 月 ・ ケ 月間採 集 を 続

け ・78〔， 匹 の ト ビ ィ ロ シ ワ ア リ を 調 査 した が ・ す ぺ て 無 感染 で 崩壞過 程の もの す ら発見 出来なか つ た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV． 考　　　　察

（1） 1951 年 1こ 於 て 初め て 擬嚢融 の 感染を発見 した の は 9月 ユ1H
，

1952 無 こ 於 て は 9 月 21E で あ
つ た ・ 而 し て ア メ V カ に於 て

・H ・rsf ・ll（・938）は シ ワ ア yT ・tram・ rimu ・ ・ae・pitum の 鬮 内｝と8 月 ・6 日

初 め て 鯨溝条虫 の 擬嚢融 を発見 し て い る 。 こ 5 した事実は越冬直 後 しば らくの 問 トビ イ ロ シ ワ ア リ は幼虫

を詞育す る 際 に 両 条虫 の 雉泄片節 を 與 え て は い な い こ と を裏 が きし て い る 。 即 ち方形条虫並 びに棘 溝条虫 の

如 くア リ を 中間宿主 とする グ ル ープ に於 て は ， 六 鉤幼虫が発育 し得る の は ア リの 幼生 の 腹腔内 の み に 限 定 さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‘26 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．
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れ ，成熱擬嚢融 に 発育す る に は ．ア リ の 発育 期 聞 と 同 じ く約一ケ 月 を要ナ る 。 従 つ て 砦 し越冬後初 め て の

育虫 鯨 こ排 泄 さ れ た片節 を幼虫に 給與す る な らば ， 越冬後発育 した 第 1 回 の 働 蟻は 遅 く と も 6 月 中旬に に地

上 に 出 瑳す う か ら ，6 ，7 月 の 風 こ も両条虫 の 擬嚢尾虫を宿す ト ビ イ ・ シ ワ ア リ が 発見 さ れ る筈 で あ る が ・ 本

調霞 こ於 て は 2 ケ 年 を通 じて 全 くこ ¢ ，跡 こ は 観 す る こ とが 出来なか つ t・ ・ よつ て ア リ が排泄 さ れ た 片節を

幼 虫 IIZ給興 し初め る もの は恐 ら く 7 月 下 旬 以 後 て あ ろ う 。

．

　・2♪ 越冬前 の ト ビ イ ・ シ ワ ア リ の 腹 Pt内に 感 染 し て い た 両条虫 の 擬嚢 尾虫、｛
．
よ越 冬直 後 に 於 （は ・そ の 大

孚が崩壊 し刧め ，5 月1こ な る と 全 く擬嚢尾虫 の 感染を見 る こ とが 出来 な くな つ て し ま つ た っ 随 つ て 両 擬嚢尾

虫 は 大部分が 越 冬屯 又は 越冬疎 麦の 蛸
’
陥 〕

．
まで の 5〜6 ケ 月間 1こ 中間宿 主 の 腹 Fff内 に て 死 滅 し ＝c し ま 5

の で ，4，5，6 月の 候の ト ビ イ ロ シ ワ ア リ を鶏が貪 べ て も ， 兩条虫 1こ 感染す る こ と は殆 ん ど な い よ らに 思 わ

れ る 。 か か ろ事実は 4 ，5，6 月 あで実に 於け る 鷄 の 兩 条虫 の 潔 瞳 が低攀 で あ るこ と を f！て も明 ら か で あ る 。

　（3） 1651 年及び 1952 年 の 2 ケ 年間 9 月か ら 11 月 に わた つ て 調査 した ト ビ ィ ロ シ ワ ア リ の 総 合計 数

に 見 られ た 兩条虫 の 鶴 驪 虫 の 感 rcaSl
・
，k　 O．3〜 3・6 ％ で ，ア 刈 瀕 こ 於 て 行 われ た H ・r・f・1t （1938 ）の 発

表 し た 2．5％ と 殆ん ど騨 で 姉 。 併 し斗匕・漸 1磯 舍 の 小輩 離 弯した 黼 し た齦 は第 俵 に 示 す如

く，最高 ・6．3 ％ を ｝荒 た 。
ア リ を中間宿主 とす る 条 虫 の 擬嚢融 に 於 て ・か か る 高感蘚 を示 した 例は未

だな い ， 碗小室 に よ り感 染射 こ 可 な りの 差 異が 見 ら れ る が ・こ t・は排 泄片節 を 食 べ て感染 し た ア リが余 り廣

範駐 二わ た つ て 移動しな い 為 と思わ蒲t る 。

’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V ， 摘．　　　 要

　（1） 方 形条虫及び棘溝条虫 の 擬嚢昆虫は 中聞宿主 で あ る ト ビ イ ロ シ ワ ア リ の 越冬期間中に ， そ の 大部分

が腹腔丙
．
看死 滅 し て し ま らの 篇 越冬後 の 4 月に は崩襲 寸前 の 擬嚢勲 慰の ・感檠 が 見 られ る が ・

5 月に fsる と

こ れ さ え も見 られ な くな る o

　（2） 越 冬後 の ト ビ イ ・ シ ワ 了 り の 腹啓内 1こ方形条虫並 びに 辣 溝条虫 の 成熟擬嚢尾虫 力剃 め て 発 見 され た

の は ，1951 年 に 於 て は ，9 月 11H ，1952 年 に 於 て は 9 月 21 日 で あ つ た 。

　（3） 兩 条虫 の 擬嚢尾虫の 感 染は ユ  月 か ら 11 月に か け て 最 高 を示 し， 感渠率 16β ％ の 高率 を示 した

も の もあ つ た 。

　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　VI． 文 　　 　　獻

　ユ） Horsfall　M 　W ．’38　J．　Parasit．25 （5）　2 ）澤田 　勇
’52 奈 良学 芸大 紀要 1 （2）， 3）一 ’52

動雜 61 （10） 4）一 ’53 奈良学芸大紀要 2 （2） 5＞渡邊昇藏
’51 日本寄懲 虫学会記 事 20

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6sum6

　　 0bservation 　 on 　 the　Seasonal　Variation　in　Infestation　Rate　 of 　Cysticercoids

　　　　　　 of 　Railtietina （R ．）tetragena 　 and 　R認 瘤 ’伽 （R ．）echiizobethrida

　　　　　　　　　　　　in　the 　Ant ，
　 Tetramorium 　caeSi ）itu−rn　jθ coti 　　　　　　　　　　 ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Isamu 　 SAWA Σ）A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Nara 　Gakugei　 University

　　The　an ・
，

ア   融 ・

塀
・・帥 勿 鰄 i・ the　i・ t・・m ・di・te　h 。・t °f　the 　i°wl 　 cest °des　R ・（E

）・）即
’

80im　and 　R ．〔R ．）edtinesoth プida．　 H   wever ，　in　1951　and 　1952 ，　thewriter 　was 　unable 　to　find　cysticerco 重ds

of　neither 　of 　 the　 two 　 species 孟n 　 the　 body　 of 　 the　 ant 　 during　the　months 　of　April　to　August ．

Cysticercoids　were 　foupd 　at 　about 　the　middle 　of　September ，　and 亡he　rate 　of 　infestation　rose 　abruptly

in　October 　and 　Nov’ernber ，
　the　highest　rate 　having 　been　reached 　between 　the　middle 　of　Novemb 母r　and

earlyspr 孟ng 、　when 　the　ant 叩 peared　on 　the　ground ．　 But 三n 　ear ］y　Aprit，　cysticercoids 　except −some

d ・g ・ n ・・ati ・g ・n ・・ disapPeared　 f・・ m 　 th・ b。dy ・ avity ・f　th・
　 ant （Fig・　 1 ・ B 〕・ It　seem ・ highly

probable　that　the　rnaiority 　of　cystic εrcoids 　die　in　the　body 　cavi 　ty　Qf　the　ant 　during　hibemation ．

（27 ，
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